
週間国際経済2015（６）          金俊行（きむじゅねん） 
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05/04・日中韓ASEAN財務相・中銀総裁会議 アジア通貨調達支援 国債を担保利用 

    自国国債と相手国通貨の交換 日本は国債の安定消化につなげる狙い 人民元の国際化にも 

  ・日本、賃上げ統計に表れず 産業構造変化で実体は控えめ 

    厚労省「毎月勤労統計」確定値0.4％増に下方修正 サービス業、パートタイム増加で 

 

05/05・世界の株 時価総額9000兆円（4月末）世界のGDP合計に匹敵 ＜１＞ 

    主要国金融緩和を背景に実体経済を上回る株式マネーの膨張 相場過熱を警戒する声も 

 ⇒ポイント解説あります 

05/06・日本企業海外子会社収益6.5兆円 「海外投資で稼ぐ」鮮明 

    昨年過去最高更新 2年で７割増 海外収益を国内に戻し投資・雇用を増やすかが焦点に 

  ・中国、自動車生産2500万台分過剰 稼働率5割、値引き競争に ＜２＞ 

    2015年メーカー各社の生産能力は約5000万台、同年新車販売予測は2500万台 

 

05/07・イエレンFRB議長「米株価、かなり高い」投資過熱に警鐘 

    異例の低水準にある長期金利も「急速に動く可能性」 国債価格目減りで銀行財務状況懸念 

     日経平均一時250円超下げ 

 

05/08・マネー変調 株安・金利高 緩和期待、欧州で後退 米回復観測に陰り ＜３＞ 

 ・ドル高、米大手に打撃 ＜４＞ 

    グローバル企業（国外売上が過半）11％強減収見通し（1-3月） 

     鉄鋼業界、割安輸入に苦慮 貿易摩擦の恐れ 

  ・中国輸出4月6.4％減 2ヶ月連続マイナス 景気下押し圧力強く 

 

05/09・英総選挙 保守党が過半数 キャメロン首相続投、単独政権に ＜５＞ 

    継続を選んだ英国 経済施策に支持 対EU強硬路線も 

     財政健全化へ緊縮維持 労働党、信頼勝ち取れず スコットランド民族党が大躍進 

 ⇒ポイント解説あります 

  ・米雇用4月22.3万人増 失業率0.1ポイント改善して5.4％に ＜６＞ 

  ・日本「国の借金」昨年度末に1053兆円 国民一人当たり830万円の借金 

  ・中ロ首脳会談（8日モスクワ）新経済圏で協調 歴史認識でも蜜月演出 

    中央アジア基盤整備 シルクロード構想で一致  

 

05/10・車業界「競争と協調」トヨタ・マツダ包括提携、得意分野で相互補完 ＜７＞ 

    燃費や安全面での世界的規制厳しく1社ですべての開発費負担難しく 

  ・ロシアで対独戦勝70年記念式典（モスクワ9日）中ロ蜜月強調 

    安倍首相は対米配慮で欠席決断 直前まで訪ロ探る  

     



 


